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貯
蓄
投
資
と
時
間
要
素

第
凶
寸
八
巻

fμ 

第
六
銑

五
六

|酒好

， I 

，~ 

ltr 
詰

投

資
加、・L、..

時

間

要

素

三1トミ，
n 

ト恭
一
nn

flR 

序

日

ケ
イ
ン
ズ
は
そ
の
著
「
貨
幣
の
到
論
」

2
5
2
F
1
5
P
F
E
ε
)
に
於
て
、
貯
蓄
と
投
資
と
は
元
来
不
均
等
在
る
も
の
で
あ
り
、

れ
こ
そ
現
ホ
の
粧
品
何
枇
舎
に
於
け
る
印
刷
~
動
現
象
の
主
た
る
原
因
で
あ
る
と
主
張
す
る
c

何
故
な
れ
ば
彼
に
於
て
は
投
資
貯
蓄
の
不
均

‘切

らF

等
が
意
外
の
利
潤
若
く
は
損
失
言
E
L
P
=
-
E
E
C
二
C
M
U
)
を
驚
寸
際
問
で
あ
り
、
貯
蓄
投
資
の
不
均
等
の
結
民
と
し
て
生
や
る
意
外
の

利
潤
村
人
は
損
失
は
、
ヴ
イ
ク
セ
件
流
の
累
積
過
程
を
惹
起
す
る
も
の
と
推
想
せ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
c

け
れ
ど
も
彼
の
か
L

る
論
理

(
註
}

の
前
提
に
、
貨
幣
所
得
H
H
生
一
一
任
費
と
い
ふ
イ
ク
ヱ

1

シ
ヨ
ン
が
想
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
と
と
は
汗
過
せ
ら
る
べ
き
で
な
い
一
。
所
得
が
生

産
費
に
等
し
い
と
す
る
限
り
生
産
物
の
買
上
債
術
と
生
産
費
と
の
差
獄
、
卸
ち
紋
の
所
間
意
外
の
利
潤
又
は
損
失
の
所
得
の
中
に
包

含
せ
し
め
得
な
い
の
は
首
然
で
あ
る
。
所
得
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
貯
蓄
、
換
言
す
れ
ば
所
得
と
消
費
と
の
差
額
の
中
に
も
亦
、
意
外

の
利
潤
又
は
扶
止
へ
は
加
へ
ら
る
べ
く
も
な
い
。

と
こ
ろ
が
彼
に
よ
れ
ば
投
資

厳
密
に
い
へ
ば
新
投
資
は
成
る
則
叩
に
於
け
る
枇
命
H



の
資
本
の
純
増
加
日
常
で
あ
る
。

従
っ
て
戎
る
期
間
に
於
け
る
資
本
増
加
の
債
値
は

貯
法
問
に
利
開
法
く
は
損
失
を
加
減
し
た
る
制
に

等

L
い
の
で
あ
る
。

か
く
て
生
ぞ
物
の
質
上
岡
山
制
と
生
産
品
ー
と
の
差
額
た
る
伝
外
の
利
潤
希
く
は
い
似
穴
は
、

ま
た
投
賓
と
貯
蓄
と
の

差
微
を
以
て
炎
は
さ
れ
川
町
る
と
と
、
友
る

け
れ
主
も
京
に
と
の
ご
と
か
ら
投
資
貯
蓄
の
ぷ
均
等
と
利
潤
布
く
は
民
夫
と
の
聞
に
、

閃
川
市
の
闘
係
が
存
ず
る
と
は
邸
断
し
得
ぬ
竺
円
で
あ
る
。

何
故
た
れ
ば
投
資
と
貯
蓄
と
の
不
均
等
は

向
島
外
の
利
潤
又
は
損
犬
を
所
得

概
念
の
昨
外
に
放
逐
し
た
こ
と
に
恭
〈
か
ら
で
あ
る
c

た
三
投
資
と
貯
蓄
L

一
の
差
瀬
が
立

ケ
イ
ン
ズ
に
於
一
一
ト
ト

L

扶
し
得
る
こ
と
は
、

外
の
利
問
え
は
同
小
ぺ
台
あ
る
と
い
ふ
こ
と
に
油
グ
た
い
コ

然
る
に
彼
は
一
一
、
に
止
ま
ら
ふ
ナ

進
み
て
投
資
貯
蓄
の
ぷ
均
等
と
江
川
げ
の

利
潤
え
は
民
夫
と
の
山
に
川
果
の
関
係
が
存
し

而
も
ν
川
院
内
一
が
一
段
民
刊
を
芯
起
す
る
以
川
な
り
と
行
倣
す

ω
で
あ
る
c

こ
ー
ま
一
町
駅
h
リ

l
z
白
王
一
，
白

に
裁
判
せ
ら
る
ぺ
き
ご
っ

ρ
全
く
呉
れ
る
事
例
ハ
ぺ
品
川
す
べ
か
ら
さ
る
山
間
以
引
の
何
も
の
て
も
た
い
っ
京
外
の
利
州
立
一

ω損
失
b
t

所
得
概
念
の
問
外
に
置
く
こ
と
の
非
は
、
既
に
ケ
イ
ン
ズ
問
ら
も
「
一
般
理
論
t

一(『

Z
E
E
P二
4
7
2
3
3「
担

-
5
1
3
3
3
r
Z
E切

冨
2
3
)
に
於
て
こ
れ
を
認
め
、
徒
ら
に
人
を
し
て
混
迷
に
附
れ
た
特
異
の
所
得
佐
に
貯
蓄
概
念
令
一
潔
く
撤
回
し
て
ゐ
る
。
け
れ
ど
も

投
資
貯
蓄
の
聞
係
と
利
潤
父
は
損
失
と
の
聞
の
取
な
る
概
念
規
定
に
法
く
閥
聯
を
、
山
処
も
凶
川
市
闘
派
の
如
〈
品
、
認
す
る
思
想
は

L

示
だ

拾
て
去
ら
れ
て
ゐ
た
い
。

こ
の
馳
に
就
い
て
は
ホ
ウ
ト
レ

l
、
ハ
l
バ
ヲ
ー
に
よ
っ
て
泊
切
た
批
判
が
加
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。

と
こ
ろ
が
貯
蓄
と
投
資
と
の
不
均
等
の
同
県
的
説
明
は
就
に
ロ
ハ

l
ト
ソ
ン
に
よ
れ

J

て
試
み
ら
れ
て
ゐ
る
。
彼
は
所
得
概
念
に
時

4
 

G

冨
(
パ

-zr)、

問
要
素
を
導
入
す
る
に
よ
っ
て
、
そ
の
目
的
を
法
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
彼
の
と
の
思
想
は
段
近
ク
一
7
1
ク

ン
セ
ン
(
〉
・
国

-
E吉
岡
胃
ロ
)
、

ハ
ー
バ
ラ

l
(ゎ・

-r-MZ]2)
、
カ

1
テ
イ
ス
(
冨
・

2
ユE
)
等
に
よ
っ
て
縦
承
せ
ら
れ
、
展
開
せ
ら
れ
て
ゐ

る。

そ
こ
で
本
稿
に
於
て
は
か
く
の
如
き
分
好
方
法
を
以
て
、
県
し
て
終
済
枇
舎
に
愛
生
す
べ
き
累
積
過
釈
を
完
全
に
説
明
し
得
る

貯
搭
投
資
と
時
間
要
素

第
間
十
八
巻

jし

五
七

第
六
競

ノ、

I・M.Keynes， The General Theory of EmploアI:nent，Interest and Moneァ，
London， 1937， pp. 60-1 
R. G. I-ia~tiey: -The Art of Central Banking， ~.，ondon， 1933， pp・ 343-4~ 349， 
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貯
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投
索
、
と
時
間
要
素

t
F
凶
卜
一
ヘ
巻

静
六
競

i瓦
F¥ 

10 

I' ~I 

か
、
若
し
完
全
友
ら
や
と
す
れ
ば
如
何
た
る
程
度
に
於
て
可
能
な
る
か
、
更
に
進
み
て
か
弘
司
令
怠
味
に
於
け
る
貯
蓄
と
投
資
と
の
均

等
は
経
済
枇
舎
の
安
定
的
環
展
の
確
保
を
目
的
と
す
る
金
剛
統
制
の
基
準
と
し
で
採
用
せ
ら
れ
得
る
か
否
か
を
吟
味
し
た
い
と
忠
ふ

の
で
あ
る
。

国E

生
成
費
占
所
得
と
が
等
し
い
と
の
想
定
、
換
言
す
れ
ば
生
産
襲
が
悉
く
所
得
に
な
る
v
と
の
惣
定
は
、
生
産
段
階
が
唯
一
つ
で
わ
る
粍
湾
枇
舎
に
於

て
の
み
許
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
印
ち
貨
幣
支
出
が
最
終
購
買
者
に
よ
っ
て
の
み
行
は
れ
、
総
て
の
販
賢
者
は
財
貨
用
役
の
直
接
の
生
産
者
た
る
際

ー
の
み
認
め
ら
ら
べ
守
烈
定
で
あ

L
O
L
;
一
ろ
が
混
質
内
一
仰
向
壮
ι
即
日
に
静
て
は
た

γ
に
あ
〈
の
虫
産
段
階
が
存
夜
十
ゐ
の
み
た
ら
ず
、
各
々
の
中
間

生
産
段
階
の
問
及
び
最
紗
生
産
段
階
と
消
費
者
と
の
聞
に
は
多
数
の
寅
買
業
者
が
介
荘
し
て
ゐ
る
c

と
の
こ
と
は
支
出
と
用
枠
と
の
関
係
を
被
耕

化
せ
し
め
ず
に
お
か
向
。
蓋
し
最
彩
購
買
者
に
よ
る
消
費
支
出
、
社
民
本
支
出
の
他
に
、
附
押
し
き
中
間
的
支
出
が
存
主
寸
る
か
ら
で
あ
る
。
隷
て
の

生
陸
費
従
っ
て
貨
幣
支
出
は
必
ず
何
人
か
の
所
得
と
な
る
の
で
は
な
い
。
事
ろ
そ
の
大
部
分
は
或
る
人
か
ら
他
の
人
へ
、
即
時
的
に
購
買
力
を
移

轄
す
る
と
い
ふ
意
味
に
於
て

2
E
E
ロ
宮
司
E
O
Z
の
震
に
利
用
せ
ら
れ
、
或
る
段
階
に
於
け
る
生
産
者
、
貰
買
業
者
か
ら
、
他
の
段
階
に
於
け
る

生
産
者
、
寅
買
業
者
へ
軍
に
移
行
す
る
に
止
ま
る
。
而

L
て
最
高
生
産
段
階
若
〈
は
消
費
部
前
よ
り
最
も
速
く
距
れ
る
生
産
段
階
に
於
け
る
生
産

者
の
生
産
費
、
従
う
て
そ
の
生
産
要
素
提
供
者
の
所
得
と
な
る
こ
と
に
よ
う
て
終
誌
に
到
達
す
る
も
の
で
あ
る
。
生
産
費
の
中
何
人
の
所
得
と
も

な
ら
ず
、
生
産
者
、
喪
買
業
者
の
聞
を
韓
職
流
れ
行
〈
部
分
、
即
ち
所
詞
替
業
貨
幣
の
量
は
も
と
よ
甲
生
産
段
階
及
び
生
産
者
、
賓
買
業
者
の
敷

に
よ
っ
て
興
っ
て
ゐ
る
け
れ
ど
も
、
最
終
の
消
費
支
出
、
資
本
支
出
、
邸
ち
所
得
僚
に
退
蔵
が
な
い
司
と
し
て
の
数
倍
若
〈
は
そ
れ
以
上
に
達

す
る
も
の
と
推
定
せ
、
b
れ
る
。

F
I
ピ
ン
に
従
へ
ば
英
闘
に
於
て
は
約
九
倍
、
米
閣
に
於
て
は
十
一
倍
以
上
に
及
ベ
る
知
〈
で
あ
丸
。

ー
ー

貯
蓄
投
資
の
閥
係
の
因
果
的
分
析

ケ
イ
ン
ズ
は
「
一
般
理
論
」
に
於
て
周
知
の
如
く
、
所
得
、
貯
蓄
並
に
投
資
は
何
れ
も
一
定
期
閣
連
績
的
に
一
つ
の
流
れ
(
Z

喜
ふ
と
し

て
愛
生
す
る
も
の
と
解
す
払
。
而
も
各
経
済
主
剛
慢
に
よ
O
或
る
期
聞
に
受
取
ら
れ
た
所
得
が
、
同
じ
期
間
に
於
て
使
用
せ
ら
れ
る
も

の
と
想
定
す
る
。

と
こ
ろ
が
所
得
は
連
績
的
に
形
成
せ
ら
れ
は
す
る
が
、

そ
の
分
配
は
そ
れ
に
昨
応
じ
て
蓮
績
的
に
行
は
れ
る
の
で
は

p. 

of 

alokonomie， Band 7， Heft ~h 1936， s. 301-2-
J-M. Clark， Strategic Facto町田 theBllsIne日 Cycle:，New YO!f"k， 1934. 
137. 
A. H. liansen，“Mr. Keynes on Unemploymenl ]3:quilibriurnヘJOllrnal
PoIitical Economy， Oct. 1936， pp. 573-5 
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友
い
。
毎
週
排
、
毎
月
捌
、
ん
件
半
期
擁
、

hM年
椀
等
の
如
〈
定
期
的
で
あ
り
、
不
連
結
的
で
あ
る
。
活
し
所
得
の
分
配
が
連
鎖
的
に

行
は
れ
る
と
の
想
定
が
許
さ
れ
る
と
す
れ
ば
.
そ
れ
は
或
る
意
味
に
於
て
貨
幣
経
枠
枇
舎
の
前
提
を
妹
消
す
る
の
と
同
じ
こ
左
に
友

る
と
も
い
へ
や
う
。

か
く
の
如
〈
所
得
が
逮
捕
情
的
に
形
成
せ
ら
れ
、
連
続
的
に
支
出
せ
ら
れ
、
而
も
定
期
的
に
分
配
せ
ら
れ
る
と
い

ふ
こ
と
は
、
所
得
形
成
の
時
貼
と
、
そ
れ
が
支
問
若
く
は
、
退
蔵
の
馬
に
使
用
せ
ら
れ
得
る
に
至
る
時
貼
と
の
聞
に
、
時
間
的
遅
滞

(
Z
Z
i
F悶
)
の
愛
生
hr-
必
然
な
ら
し
め
私
。

広
明
叶
関
守
、

E
七
千

貯
蓄
般
に
投
資
等
収
減
雪
た
づ
時
凋
岬
町
長
を
導
入
し
た
の
は
ロ
パ

1
ト
ソ
ン
?
あ
る
c

市
民
L

工
叫
ん
一
」

P
L
l
H
U
l
 
-
L
二-、ド「
H
f
I
〉

7
寸
ノ
二
一

/
T
γ
I
7
1
d

「
銀
行
政
策
、
と
物
関
水
準
三
割
室
内
三
同
町
ML-2zm
一
--z22{-mzz
に
於
て
時
間
安
楽
に
十
怖
く
現
説
的
分
肝
の
ト
刀
法
か

I
L

企
て
k

み
る
。

ど
も
モ
と
で
は
未
だ
貯
誌
と
投
資
目
ど
は
明
確
収
縮
ぴ
つ
け
ら
れ
て
は
ゐ
な
い
が
、

j

、ー凶

t〆
、
~
〈
サ
ノ
品
川

ν

一
の
九
段
彼
の
北
一
叩
丈

，
い
打
一
一
訴
し
町
一
良
沼
山
一

}
一
一
f
J
Z
一
日
L

(22国間
E
L
司
自
己
三
間
)
に
於
て
貯
蓄
と
投
資
と
の
閥
係
が
問
明
せ
ら
れ
る
に
笠
っ
た
3

彼
に
よ
れ
ば
貯
蓄
と
は
所
得
の
中
、
治
資
に

者
て
ら
れ
ざ
る
部
分
を
指
回
附
す
る
。
従
っ
て
と
の
姑
に
於
て
は
彼
の
見
解
と
弘
通
の
そ
れ
と
の
聞
に
何
等
か
の
差
異
が
存
す
る
と
は

い
ひ
難
い
。

け
れ
ど
も
彼
の
定
義
の
特
異
性
は
そ
こ
に
あ
る
の
で
は
な
い

3

そ
の
根
本
的
特
徴
は
貨
に
所
得
の
受
取
ら
れ
る
時
貼
と

所
得
の
使
用
せ
ら
れ
る
時
貼
と
が
異
る
と
い
ふ
と
こ
ろ
に
あ
る
。
彼
に
於
て
は
一
定
の
日
に
終
神
主
憾
の
受
取
れ
る
所
得
が
、
何
等

か
の
使
途
に
向
け
ら
れ
る
に
至
る
ま
で
一
「
日
」

(
P
J宮
司
γ
l
l普
通
の
意
味
の
一
日
で
は
た
い
と
隅
せ
ら
れ
る
時
間
が
介
た

し
な
け
れ
ば
な
ら
む
と
想
定
ぜ
ら
れ
る
3

従
っ
て
点
る
人
の
使
用
し
得
る
所
得
、
郎
ち
一
定
の
日
に
貯
法
問
ナ
ペ
-
守
一
か
、
消
貨
の
偽
に

友
出
す
べ
き
か
に
就
き
問
題
と
な
る
所
得
は
、

そ
の
日
に
乏
取
ら
れ
た
も
の
で
た
く
て
、
そ
の
前
日
に
受
取
ら
れ
た
も
の
友
の
で
あ

る
。
か
く
て
彼
は
時
間
要
素
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
所
得
を
受
取
ら
れ
た
所
得

(
5う

3
2
5
2
E
)
と
使
用
し
得
る
所
得
(
L
E
-
-羽

貯
蓄
投
資
主
時
間
要
素

策
四
十
へ
巻

九
一
一
一
五

第
六
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G. IIaberler， Prosperity and Depres~，ion，心en，eva， 1937， pp. 197仔.
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ぉ
r 
~ 

口
百
c 

巨貯

工蓄

量寺
別 n1，;ー
す問
る川要:
0り 素

第
凹
十
八
巻

ブL

第
六
時
都

ノ、
C 

コ
ー
プ
マ
ン
(
』

C
-
-ト

AX--gzE)
も
周
知
の
如
く
、
賓
物
粧
品
川
に
於
て
什
川

ω
却
な
る
か
に
凡
え
る
所

作
の
取
得
と
使
川
と
の
同
時
性
と
い
ふ
仮
定
は
、
貨
幣
粧
消
枇
舎
に
於
て
は
一
般
的
に
寅
現
寸
ぺ
〈
も
た
い
ん
ご
一

L
、
所
得
の
交
取
と

u
j
z
〉

H
F
一

'
h
v
L
N川

I
f
c
u一
H
H
ト

U) 

千子
ず上
、す

-~ 
ぎ
なr
fノJ
1l， 1~、

め

ぬ
;"，、
O. 

-

-

C
円
凶
巾
1

一pn

、
守
、
一
ァ
、

ノ

3
4

ノ
ニ
ノ
、
』

カ

1
テ
イ
ス
は
受
取
ら
れ
た
所
作
の
代
り
に
、
形
成
せ
ら
れ
る
所
符

(
E
2
5ご回
MEME)
活
く
は
所
得
形
成

(
E
5
2

辛

口

d
E
t
c
-
E
い
ふ
災
現
ト
ピ
川
川
ひ
て
ゐ
る
。

f
H
1
ザ

41ux
〉
ヒ
T
Lマ

dJ-uF-
〈
J
A

〉
戸
「

1

:

「:

4H引
1

河
プ
d
J
同
制
却
と
防
紅
い
一
日
一
耳
目
記
出
1
」じ

形
成
の
期
間
を
比
較
的
反
骨
口
も
の
と
偲
定

す
る
と
き
は
正
と
よ
り
同
一
で
あ
り
作
な
い
。

け
れ
ど
も
形
成
の
期
間
を
知
期
的
に
限
る
友
ら
ば
、
形
成
の
時
蜘
と
受
取
の
時
貼
L
」

を
同
視
す
る
と
と
も
一
小
可
能
で
は
な
い
。
従
っ
て
ロ
パ

1
ト
ソ
ン
の
如
く
所
得
受
取
の
時
臨
と
、

そ
の
佼
川
し
仰

e

へ
き
時
賄
と
の
問

ず)

言

21一
回
調
と
も
宥
倣
さ
れ
得
ゃ
う
。
耐
し
て
貨
幣
保
利
且
一
夫
E
r
r
-
r
z
E
)
と
山
附
聯
せ
し
め
る
意
味
に
於
て
は
、

率
九
一
ホ
ウ
ト
レ

l

(j) 

L ‘ 
J、、

る
!m 
<" 

叉
取
ら
れ
た
所
仰
と
す
る
る
が
泊
訟
と
忠
は
れ
る
つ

ロパ

1
ト
ソ
ン
に
上
れ
ば
、
使
川
し
得
る
所
得
よ
り
も
ゆ
く
消
費
の
翁
に
支
出
せ
ら
れ
て
ゐ
る
易
合
に
、
貯
識
が
行
は
れ
て
ゐ
る

9
 

1f-

い
は
れ
る
。
換
一
託
す
れ
ば
貯
蓄
は
そ
の
時
黙
に
於
て
伎
町
し
作
る
所
得
、
削
ち
そ
の
前
の
時
駄
に
於
て
交
取
ら
れ
た
所
得
か
ら
、

そ
の
時
馳
に
於
け
る
消
費
を
性
除
し
た
残
り
の
部
分
で
あ
る
c

然
ら
ば
か
L
h

る
意
味
の
尉
蓄
は
れ
L
て
投
合
、
し
」
均
等
す
べ
き
で
あ
ら

う
か
。

い
ま
或
る
時
貼
引
に
於
て
使
川
し
得
る
所
得
を
恥
と
す
れ
ば
、

hh
は
そ
の
前
の
時
恥
丸
に
於
て
交
取
ら
れ
た
所
得
恥

自IJ
ち

止
に
於
け
る
消
費
仏
具
」
投
資
し
と
の
合
計
に
等
し
い
。

と
こ
ろ
が
巴
に
於
け
る
消
費
じ
ー
が
、
中

h

に
於
け
る
治
安
心
よ
り
小
た
り
と
す

れ
ば
、

ー
に
於
け
る
貯
蓄
一
片
は
れ
に
於
け
る
投
資

L
よ
り
も
大
と
だ
る
べ
き
で
あ
る
c

然
る
に
士
に
於
行
る
投
資
I
h
を、

T
h

に
於
け

る
投
資

L
に
比
し
増
減
せ
し
む
べ
雪
何
等
の
版
凶
も
作
山
t
な
い
か
ら
、

し
は
し
に
等
し
か
る
べ
き
需
で
あ
る
。
お
し
そ
う
で
あ
れ
ば

J. M. Keynes，“ Alternative Thenries of the Rate of Interest 勺 ECOn01l1ic
Journal， June， 1937. p. 247. A. P. 1εrner，“ Savi:tl!:; equals lnvestment' 
Quarterly J 0山田1of Economic:-:i， Feb. 19.18， p. 299. 
J. M. Keyne.s， The General Theory， p_ h2ヲ A.P. L'::rner， ()ll町 terJyJournal 
of Economics， y'eb. 1938， p. 291 
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ー
に
於
け
る
貯
蓄
民
は
投
資
r
h
を
趨
え
、
刷
品
刊
の
均
等
は
兄
ら
る
べ
き
で
た
い
白

に
到
す
る
四
一
解
は
梢
不
充
分
な
り
と
い
ふ
誹
そ
苑
れ
得
な
い
。

こ
の
引
に
就
い
て
の
ケ
イ
ン
ズ
の
ロ
ハ
I
ト
ソ
シ

何
此
な
れ
ば
ケ
イ
ン
ズ
に
於
て
は
、
宛
も
中
ハ
に
於
け
る
投
資
と
T
判に

於
け
る
府
替
と
が
比
佼
す
り
れ
て
川
汗
の
不
均
等
が
導
き
川
さ
れ
る
如
く
解
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
ス
引
っ
一
見
に
一

ι引
を
進
め
や
う
。

1

に
於
け
る
治
資
仙
の
減
少
の
緒
川
市
、

消
費
財
生
直
は
臥
小
ん
を
蒙
る
と
と

L
な
る
つ

ロ
パ

l
ト
ソ
ン
に
ど
れ
ば
後
に
漣
べ
る
如

fb
叫し

く
、
叫
尚
一
安
の
減
少
は
慣
栴
下
落
全
世
相
山
一
躍
す
る
が
、
J

司
h

い
漫
り
の
ス
ト
ッ
ク
を
授
乍
せ
し
め
た
い
も
の
と
惣
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
?

あ
る

3

と
こ
ろ
が
こ
山
れ
に
於
一
-
一
縫
生
せ
る
以
た
は

E

ぐ

、

f

E

ノ

i
l
l
・，

し
め
る

ω
で
た
く

火
山
時
出
1.
に
繰
ほ
さ
れ
る
の
で
あ
る
コ

減
iJ> 
-j'"" 

ン
に
よ
れ
ば
そ
の
時
引
に
於
け
ろ
使
川
し
作
る
所
得
を
減
少
ぜ

1-
に
於
付
る
投
資
L
は
似
た
門
校
生
の
結
川
市

T
h
に
於
け
る
投
資

L
L占

立
コ

E

設
問
」
・
さ
こ
そ
ナ
ム
可
門
L
2
J
I
:
!
ご
〉
、
f
h
t
・
-

1

P
一
〉

1

F

J

戸

j

、

f
/
，

H
i
-
-
』

l
z
i
S
1
仁
古

]
i
y
h
之
d
d
t
b
L
J
v川

-
J
J
d
-
/
p
l

中
い
一
に
於
げ
ろ
肘
端
。
山
町

は
投
資
I
M
-
を
湿
過
し
、

刷
都
円
の
同
開
係
は
行
均
等
と
な
b
ざ
る
を
引
け
な
い
。

中h
-

に
於
け
る
消
山
刊
己
-
が
市
し
に
於
け
る
消
費
仏
よ
り
減
少
ナ

る
と
き
、
一
刷
品
刊
の
芥
均
等
の
程
度
が
更
に
激
し
く
な
る
べ
き
は
い
ふ
ま
で
も
な
い

3

あ
ら
う

3

-
7
一毛

H
《

-
9
+
r
H

21?を
}
リ

-
Z
A
-
-
H川
戸
』
ム
ナ
ヱ
』

H
2
=
リ
ロ
ム
ザ
ム
ロ
=

-P-
リ

A
J
+
ア
日

戸

古

川

Aa+z-e

一-=
i
A号
ヤ
U

A

}

望工
ihtプ
H

T
一
色
川

J
ム
『
品
川

、さ-一言
l

貯
蔀
投
資
と
時
間
要
素

こ
れ
を
敬
仙
人
生
以
て
示
せ
ば
次
の
如
ぐ
な
る
で

し
か
ら
ば
投
資
を
也
過
せ
る
貯
請
は
如
何
た
る
む
時

九
て
訂
す
る
か

ロ
バ

1
ト
ゾ
シ
に
よ
れ
ば
そ
れ
は
退
椛

へr
3
2
R
L
F
Z
)
か
、
欲
望
の

-4宏
足
(
T
c
r
F
R
)

か
の
何
れ
か

】
♂
古

で
あ
っ
て
、

共
に
山
似
た
投
生
の
版
閃
を
形
成
す
る
以
外

民ごZ

の
も
の
で
な
い
。
退
厳
打
〈
は
欲
宝
の
行
吃
足
は
も
と

第
四
十
八
巻

lL 

V 七

第
六
競

~ 
r、

C. I-Iaberler，“ SOIne r:0 I11111ent~ on九r.叩 K江hn'::o Revi巴W of Pro泊perity and 
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貯
蓄
投
養
と
時
間
要
素

第
四
十
八
巻

メ;

iu 

i¥. 

第
六
披

よ
り
常
に
貯
蓄
の
中
に
包
含
せ
ら
れ
る
も
の
と
は
限
ら
た
い
。
蓋
し
貯
蓄
が
退
蔵
、
欲
望
の
不
充
足
を
随
作
せ
や
J

し
て
設
生
す
る
こ

-
註
)

と
あ
る
と
共
に
、
反
叫
到
に
貯
ま
同
た
く
し
て
退
減
、
歌
堅
の
不
充
足
の
生
や
る
こ
と
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
貯
蓄
が
投
資
そ

超
過
す
る
結
果
、
総
生
産
物
の
偵
絡
が
下
落
し
た
と
す
れ
ば

土
刊
憤
詮
公
式
tn
か、

そ
れ
は
必
一
千
何
人
か
の
退
厳

l
l
公
衆
か
、
治
安
財
の
生
産
者
か
、

又
は
新
規
後
行
の
有
償
詩
集
責
却
金
を
取
阿
世
ふ
薬
品
刊
か
何
れ
か
の
退
臓

l
iに
某
く
も
の
と
推
怨
せ
ら
れ
る
。

以
上
述
べ
し
と
と
わ
は
貯
蓄
が
投
資
を
超
過
し
て
雨
斉
の
均
等
が
問
飢
せ
ら
れ
る
揚
合
の
淀
明
で
あ
る
c

と
こ
ろ
が
反
針
に
投
資

が
町
議
配
起
ゆ
る
と
と
に
よ
っ
て
附
者
心
〆
平
均
等
を
惹
起
寸
吋
山
、
:
と
め
る
り
同
校
の
論
理
を
以
て
容
易
K
動
靴
せ
ら
れ
得
る
。

巾
ハ
に
於
け
る
消
費
叫
が
丸
に
於
け
る
消
費
仏
上
り
た
と
た
っ
た
と
仮
定
す
る
。
然
る
と
き
は
T
h
に
於
け
る
貯
蓄
科

い
時
叫

前
の
例
に
従
ひ
、

は中
h

に
於
け
る
投
資
y
h
よ
り
小
た
る
べ
き
で
あ
る
。
然
る
に
T
h
に
於
け
る
投
資
し
が
抗
の
投
資

L
に
比
し
礎
化
す
べ
き
何
等
の
原
閃

の
存
せ
ざ
る
以
上
、
雨
者
は
等
し
か
る
べ
き
密
で
あ
る
。
従
っ
て
T
h
に
於
け
る
投
資
v
h
は
貯
蓄
J
h
よ
り
大
で
泣
け
れ
ば
な
ら
ね
。
中
h

に
於
け
る
消
費
山
の
増
た
の
掃
局
に
粛
さ
れ
し
利
潤
は
中
h
-

に
繰
越
さ
れ
て
投
資
の
増
大
を
惹
起
す
る
。
中
h
-

に
於
け
る
消
費
心
-
が
引
の
消

場一

G
F一
同
一
た
り
と
し
て
も
、
利
潤
の
殺
生
に
作
ひ
て
増
加
せ
る
投
資
は
貯
蓄
を
超
過
す
る
と
と
h

友
る
。
中
川
に
於
て
更
に
消
費
が

増
加
す
る
に
至
ら
ば
、
投
資
の
貯
蓄
を
超
ゆ
る
税
度
は
更
に
大
と
な
る
で
あ
ら
う
c

か
く
の
如
く
貯
蓄
を
超
過
す
る
投
資
が
、

そ
cr) 

源
を
銀
行
に
よ
る
信
用
供
輿
に
置
く
べ
き
は
想
像
に
難
く
た
い
c

貯
蓄
投
資
の
不
均
等
を
上
述
の
如
く
因
果
的
に
説
明
ぜ
ん
と
企
て
る
ロ
パ

1
ト
ソ
ン
の
行
論
の
中
に
、
注
目
す
べ
・
き
二
つ
の
想
定

の
前
提
せ
ら
れ
て
ゐ
る
と
と
は
看
過
せ
ら
る
ぺ
き
で
友
い
。
印
ち
(
一
)
貯
蓄
が
投
資
を
超
過
す
る
こ
と
か
ら
、
財
貨
に
針
す
る
需
要

が
減
少
し
た
る
場
合
に
、

こ
れ
に
卸
舷
し
て
生
産
の
制
限
、
賓
行
の
一
不
振
、

ス
ト
ッ
ク
の
堆
積
等
が
直
ち
に
起
る
と
は
見
事
'
に
、
市
平

p・399.
J. G. KOOplnanS， "ZUIll Problenl des， lleut廿rale口

Geld也the即てo汀叫r吋ie向， vnen， 1均93お3，邑.:.65. 
R. G. Hawt目 y，“Mr. Robertson on 明avingand Hoarding'ヘEconnmic
Journal， Dec. '933. p. 707. 
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ら
財
貨
を
透
く
賀
捌
く
に
足
る
程
度
に
慣
絡
が
た
づ
低
落
す
べ
き
も
の
と
想
定
せ
る
こ
と
は
第
一
の
貼
で
あ
る
。
従
っ
て
彼
に
於
で

は
ス
ト
ッ
ク
の
増
減
は
全
く
拾
象
せ
ら
れ
て
ゐ
る
と
い
っ
て
差
支
攻
い
c

尤
も
彼
も
か
、
る
朕
態
は
不
安
定
で
あ
っ
て
、
恐
ら
く
賓

れ
時
間
り
滞
貨
の
堆
積
、
生
産
物
及
び
麗
捕
の
制
限
の
一
般
化
す
ぺ
き
こ
と
を
容
認
し
て
は
ゐ
る
。
然
し
た
づ
財
貨
を
全
部
資
り
議
す

に
足
る
程
度
の
債
格
下
落
が
起
る
べ
し
と
推
想
ず
る
貼
に
於
て
、
後
に
述
べ
る
如
く
ホ
ウ
ト
レ
ー
の
見
解
と
著
し
〈
同
時
っ
て
ゐ
る
。

次
陀
(
一
二
或
る
時
貼
に
於
け
る
貯
蓄
と
投
資
と
の
不
均
等
に
よ
り
殺
生
す
る
関
失
若
く
は
利
潤
を
、
山
品
斗
校
時
貼
に
於
け
る
使
用
し
得

ヲ
引
所
得
に
加
減
せ
や
、

こ
れ
を
次
の
時
貼
に
繰
越
せ
る
こ
と
は
第
三
の
黙
で
あ
る
。

こ
の
結
は
後
に
活
ぷ
ぺ
き
事
前

(
2
2
5
の八刀

析
と
全
く
呉
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
コ

ロパ

1
ト
ソ
ン
は
彼
の
所
前
「
日
L

の
如
き
蹴
め
で
か
か
今
時
川
畑
中
-
陪
定
し
て
、
所
得
の
パ
正
取
と
使
川
し
し
の
聞
に
時
間
的
間
隔
の
介

か
す
る
こ
と
を
認
識

L
、
そ
こ
か
ら
貯
蓄
と
投
資
と
の
不
均
等
を
導
き
出
さ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。

ケ
イ
ン
ズ
の
「
肉
眼
的
」
(
E
5
2

作
品
骨
)
分
析
に
於
て
は
、
暗
黒
の
中
に
閉
セ
込
め
ら
れ
て
ゐ
た
と
こ
ら
の
貯
蓄
と
投
資
と
の
聞
係
が
、
彼
の
「
顕
微
鏡
的

L
(
E
3
5吉
の
)

分
析
に
よ
っ
て
明
る
み
に
浮
き
出
さ
せ
得
る
と
信
じ
ら
れ
る
の
で
る
る
巴

ハ

1
パ
ラ

l
は
所
得
の
形
成
期
間
を
相
常
長
時
間
に
亙
る

一
定
期
日
に
受
取
ら
れ
て
使
用
し
得
る
ま
で
に
は

回
パ

l
ト
ソ
ン
の
想
定
せ
る
よ
り
遥
か
に
長
き
時
間
の
介
在
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
て
ゐ
&
。
か
く
の
如
き
時
間
要
素
を
導
入
せ
る

も
の
と
看
倣
し
て
ゐ
る
。
従
っ
て
彼
は
各
時
黙
に
於
て
形
成
せ
ら
れ
る
所
得
が
、

所
謂
「
田
顕
微
鏡
的
」
分
析
は
如
何
在
る
黙
に
於
て
数
回
引
を
も
つ
の
で
あ
ら
う
か
。

ロパ

1
ト
ソ
ン
の
所
見
に
聞
か
う
。
彼
に
よ
れ
ば
か

O
A

る
企
聞
は
、
経
済
過
程
の
理
論
分
析
の
上
に
突
の
二
つ
の
事
買
を
閣
明
す
る
と
と
に
寄
興
ず
る
と
こ
ろ
あ
る
も
の
と
せ
ら
れ
る
。

そ
の
二
つ
の
事
貨
と
は
、

(
一
)
個
々
の
経
済
主
慌
に
於
け
る
節
約
行
矯
が
資
本
形
成
の
賓
を
結
ば
ゃ
に
浪
費
せ
ら
れ
る
に
至
る
行
程

貯
蓄
投
資
と
時
周
要
素

第
間
十
八
巻

第
六
競

一'ーノ、

ブし

:fL 

企
ω抗
及
川
町
三
ρ

一

D. _I:I. Robert~øn ， Economic Journal:， Sept. I933， p・399.
J. M. Keynes， The General rfheoq九 pp.78--9・
D. !-1. Robertson， Economic Journal;， Sept. 1933， p. 406 
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貯
蓄
投
責
と
時
間
要
素

第
四
十
八
巻

プ守

p~ 

九
四

C

停
六
銑

と

(
二
)
と
の
過
程
の
影
響
が
時
聞
を
通
じ
て
績
が
り
行
〈
力
の
性
質
を
い
ふ
の
で
あ
る
。

註

ロ
バ

1
ト
ソ
ン
は
退
藤

(
F
E
E
-口
問
)
及
び
欲
望
の
不
充
足
(
F
n
r
E同
)
を
次
の
如
く
説
明
す
る
。
先
づ
前
者
か
ら
。
退
寂
と
は
絞
祷
主
慌
が
或
る
時

貼
の
始
め
に
於
て
そ
の
貨
幣
保
有
量
と
使
用
し
得
る
所
得
と
内
閣
に
存
在
す
る
比
率
を
高
め
ん
と
す
る
場
合
に
生
ず
る
現
畿
を
指
緋
す
る
。
従
ワ

て
事
な
る
貨
帯
保
布
量
の
物
加
は
退
蔵

2
は
な
ら
な
い
。
或
る
人
が
或
る
時
鮎
に
受
取
り
し
所
得
が
一

O
闘
で
あ
れ
ば
、

そ
れ
は
失
の
時
鮎
内
的

め
に
於
げ
る
似
の
貨
幣
保
布
訟
で
あ
る
。

悲
し
次
の
時
鈷
に
八
凶
の
消
費
財
を
買
入
れ
て
二
川
の
資
本
財
若
〈
は
有
償
設
券
を
質
入
れ
る
と
す

ぃ
f
、

4
l
 
彼
は
貯
議
は
し
て
ゐ
る
が
退
燕
は
行
っ
て
ゐ
な
い
。

ニ
れ
に
一
比
し
ヘ
闘
の
消
費
財
を
買
九
れ
た
残
館
二
刊
を
何
等
内
交
出
に
定
て
な
い
と

r
l
f
、
字
書

ψ
T
P
:
4包
す
こ
基
山
氏

E
T
口
ノ
ピ
じ
る

-
1
K
L
b
b
c

監
し
こ
り
結
託
こ
だ
亡
土
史
円
時
叫
ー
の
品
川
め
に
於
け
る
符
幣
保
什
日
山
市
と
町
民

」
I
R
I
-
-
4
v

ド
U
1
4
H
i
l
J
d

リ

G

f

d

一
I

l

l

l

J

d

l

用
L
得
る
所
得
と
の
比
率
を
ー
よ
り
日
に
お
め
ん
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
と
見
ら
れ
る
か
、
b
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
貯
害
な
し
に
誠
一
寂
が
政
止
す
る
こ
と

が
あ
る
。
例
へ
ば
或
る
時
黙
に
受
取
れ
る
所
得
一

O
闘
を
次
の
時
黙
に
線
て
消
費
財
の
買
入
の
お
に
支
出
し
、
従
来
自
己
の
所
有
せ
る
資
本
川
若

(
は
有
償
諸
島
?
を
質
却
す
る
に
土
り
二
闘
の
貨
幣
を
保
有
す
る
に
至
る
場
合
に
は
貯
蓄
を
伴
は
ず
し
て
退
識
の
資
生
寸
与
が
如
さ
こ
れ
で
あ
る
。

け
れ

E
も
ロ
パ

l
ト
ソ
ン
は
一
銀
行
政
策
と
物
偵
水
準
-
に
於
て
は
、
退
議
を
右
目
如
〈
規
定
し
て
ゐ
な
に
そ
ニ
で
は
彼
は
成
-o
人
の
酔
苦
す
る

貨
解
が
そ
の
既
存
の
貨
幣
保
宿
援
に
加
へ
ら
れ
る
場
合
に
退
械
、
殿
特
に
い
へ
ば
、
新
退
萩
が
授
生
す
る
と
い
ふ
。
ホ
ウ
ト
レ

1
は
ロ
バ

1
ト
ソ

ン
が
退
戒
に
到
し
、
使
用
し
得
る
所
得
と
貨
幣
保
有
量
と
の
比
率
の
噌
加
ξ

い
ふ
新
し
き
定
義
を
興
へ
た
こ
と
を
改
主
白
と
ほ
考
へ
符

ιれ
山
と
い

ふ
。
ホ
ウ
ト
レ

1
は
所
得
形
成
の
期
間
を
比
較
的
日
正
き
時
間
と
解
し
、
使
川
し
得
る
所
得
の
零
た
「
る
場
合
を
想
定
す
る
。
日
向

L
で
使
用

L
符
る
所

得
の
零
な
る
場
合
に
は
、
貨
幣
保
有
量
は
悉
く
退
識
と
肴
倣
き
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ね
と
非
難
す
る
。
然
し
こ
れ
は
所
得
形
成
の
期
間
を
長
き
時
間

と
見
る
か
、
ロ
バ

1
ト
ソ
ン
の
如
〈
検
め
て
短
〈
解
す
る
か
に
某
〈
見
解
の
相
違
に
過
ぎ
ぬ
と
い
ひ
得
な
い
で
あ
ら
や
っ
か
o

次
に
欲
望
の
不
定
足
と
は
経
済
主
慨
が
或
る
時
黙
に
於
て
使
用
し
得
る
所
得
よ
り
も
、

Eb'
〈
消
費
支
出
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
制
へ
ば
或
る
人

が
或
る
時
貼
に
於
て
一

O
闘
の
所
得
を
受
取
り
、
次
の
時
黙
に
そ
の
中
八
闘
を
消
費
の
偲
に
支
出
し
、
而
も
他
の
事
怖
に
し
て
努
化
な
し
と
す
れ

ぽ
ニ
闘
だ
げ
買
求
め
得
べ
き
消
費
財
を
不
足
し
て
、
そ
れ
だ
け
欲
望
は
充
足
せ
ら
れ
さ
る
こ
と
に
な
る
が
如
き
場
合
で
あ
る
。
か

L

る
場
合
欲
望

の
一
不
充
足
は
勿
論
、
貯
蓄
の
中
に
包
含
せ
ら
一
る
べ
き
で
あ
る
。
け
れ

E
も
(
二
欲
望
の
不
充
足
は
貯
蓄
を
伴
は
ず

L
て
品
目
生
す
る
と
と
も
あ
れ
ぽ

主
た
一
民
封
に
つ
一
)
欲
望
日
不
充
足
に
随
伴
す
る
こ
と
な
く
貯
蓄
の
生
干
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。
(
二
例
へ
ば
或
る
時
慰
に
或
る
人
が
そ
の
使
間

L

得
る
所
待
一

O
闘
を
悉
〈
消
費
の
震
に
支
聞
し
た
と
し
干
ぅ
。
こ
の
場
合
に
副
首
の
後
生
す
べ
き
で
な
い
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
そ
の

lf印 fl(lllllιJourna'!，June， 

4干u
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時
黙
に
他
の
人
々
の
支
出
せ
る
貨
幣
量
が
噌
加
し
た
結
果
、
供
給
せ
ら
れ
し
財
貨
の
憤
格
騰
貴
が
惹
起
さ
札
た
と
す
る
。
而
し
て
一

O
闘
が
最
早

宇
従
来
の
如
く
一

C
躍
伎
の
財
貨
を
購
買
し
得
ず
、
八
単
位
の
財
貨
を
買
仇
得
る
に
過
ぎ
な
く
な
り
た
と
す
れ
ば
、
そ
こ
に
は
何
等
の
貯
蓄
の
愛

生
を
見
る
こ
と
な
し
に
欲
望
の
不
充
足
が
生
ず
る
で
あ
ら
う
。
こ
れ
に
反
し
(
二
)
一

O
闘
の
中
、
八
闘
を
消
費
の
鴻
に
支
出
し
た
と
す
る
。
従
っ

て
二
闘
の
貯
蓄
が
行
は
れ
た
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
そ
の
際
に
他
の
人
々
の
消
費
支
出
減
少
の
結
果
、
財
貨
の
債
格
下
落
し
、
入
闘
を
以
て
一

O
草
伎
の
財
貨
を
購
買
し
得
る
と
す
れ
ば
、
何
等
の
欲
望
の
不
充
足
を
伴
は
ず
に
貯
蓄
が
愛
生
す
る
こ
と
与
な
る
で
あ
ら
う
。

ケ

イ

シ

ズ

及

び

ホ

ク

ト

ν

l

の
批
評

ロ
パ
l
ト
ソ
シ
は
続
中
川
一
の
伽
〈
、
貯
蓄
と
役
資
と
の
不
均
等
を
凶
果
的
に
説
明
せ
ん
と
試
み
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
特
に
貯
蓄
の

投
資
を
超
過
す
る
附
向
を
f

出
一
蹴
し
て
論
を
進
め
る
。

〉

9
h

、

主
と

F
古

ケ
イ
ン
ズ
は
「
ロ
パ

1
ト
日
ノ
ン
が
投
資
伊
一
超
え
る
貯
蓄
と
い
ふ
の

土
、
臥
(
ケ
f
ν
J
r
h
)

L

j

j

ー

J
r
l
f
:町
、
ノ
「
五
、
も
コ

ω

ご
A

，
〈

F
Y
H
E
J
1
Z
日
」

-
f
z
k水
J

4

一辺
3
0

0
Hト
ド
泊
四
F
-
s
p
J

と
し

J

d
土

H
K
4
f
Y
1
i
F
l
z
c
司
王

p
l
v
{

E

f

l
ト
ノ
戸
コ
』
一
1
Y本こ人、、

、
広
三
E
A
n
ι
t
F
B

け
る
貯
蓄
の
超
過
は
、
私
(
ケ
イ
ン
ガ
)
の
意
味
に
於
け
る
所
得
の
減
少
と
い
ふ
の
と
等
し
い
。

ロ
パ

l
ト
ソ
ン
の
方
法
は
私
(
ケ
イ
ン

さ
が
有
殺
説
嬰
と
所
得
と
を
叫
引
出
し
て
た
さ
ん
左
企
て
た
|
|
岡
県
的
分
析

(
2
5
P
]
E
P
-
-る
に
と
っ
て
肝
要
た
も
の
で
あ
る
が
!

ー
の
と
同
じ
匿
別
を
一
な
さ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
彼
の
方
法
は
私
の
方
法
!
l
恐
ら
〈
私
の
方
法
に
第
一
に
近
似
せ
る
も
の
で

る
ら
う
l
!
と
何
れ
か
一
つ
を
選
ぴ
得
る
閥
係
に
あ
る
企
闘
宣
言
『

E
E
d
p
=
2
2・
で
あ
る
と
宥
倣
さ
れ
得
る
」
と
い
ふ
。
け
れ
芝
も

ナ
イ
ン
ズ
の
い
へ
る
如
く
、
果
し
て
ロ
パ

I
ト
ソ
ン
の
分
析
は
ケ
イ
ン
ズ
の
そ
れ
と
、

そ
れ
ほ
ど
酷
似
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
ら
う
か
。

ま
た
何
れ
を
選
ん
で
も
同
じ
目
的
を
遣
し
得
る
の
で
あ
ら
う
か
。

ケ
イ
ン
ズ
は
彼
の
「
一
般
理
論
」
で
は
、
「
貨
幣
の
理
論
」
に
於
て
所
得
概
念
の
坪
外
に
置
き
し
利
潤
若
く
は
換
央
を
所
得
の
中
に
包

合
せ

L
め
て
、
貯
蓄
と
投
資
と
は
常
に
必
中
均
等
た
る
ぺ
き
も
の
と
す
る
の
で
あ
る
。

け
れ
ど
も
ケ
イ
ン
ズ
は
「
一
般
理
論
」
に
於
て

貯
蓄
投
資
正
時
間
要
素

策
六
披

六
五

第
四
十
へ
巻

Ju 
gg 
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貯
蓄
投
責
と
時
間
要
素

第
四
十
八
巻

プし
四

第
六
銃

六
六

も
「
貨
幣
の
理
論
」
に
於
け
る
と
同
様
に
、
貯
蓄
投
資
の
開
係
と
利
潤
若
く
は
損
失
と
を
時
間
要
素
に
深
き
注
意
を
梯
ふ
こ
と
友
〈
、

簡
単
に
閃
果
的
に
闘
聯
せ
し
め
ん
と
企
て
る
c

定
義
に
基
き
結
び
つ
け
ら
れ
た
闘
係
を
宛
も
凶
呆
闘
係
た
る
か
の
如
く
誤
認
せ
る
駈

は
、
「
一
般
理
論
」
と
「
貨
幣
の
理
論
」
と
の
聞
に
何
等
具
る
と
と
ろ
は
な
…

γ
と
の
意
味
に
於
て
利
潤
若
く
は
損
失
の
殻
牛
原
因
を
貯

議
投
資
の
不
均
等
に
求
め
る
こ
と
に
同
意
し
お
が
ら
、
而
も
時
間
要
素
を
導
入
す
る
に
よ
り
両
者
の
閲
係
を
因
果
的
に
取
扱
は
ん
と

ず
る
ロ
、
ハ

1
ト
ソ
Y

の
分
析
方
法
は
、

ケ
イ
ン
ズ
自
ら
の
信
や
る
如
く
彼
(
ケ
イ
ン
ズ
)
の
方
法
と
二
者
惇
一
の
閥
係
に
あ
る
の
で
は

な
く
、
雨
者
は
全
く
異
る
も
の
左
の
で
る
る
。

ロパ

1
ト
ソ
ン
が
「
私
(
一
円
1

ト
ッ
と
が
投
資
を
趨
ゆ
る
貯
蓄
と
い
ふ
際
、
私
古
川

ー
ト
ソ
ン
)
は
ケ
イ
ン
ズ
が
所
得
の
減
少
す
る
と
い
へ
る
と
き
に
意
味
し
て
ゐ
る
の
と
文
字
通
り
同
じ
こ
と
を
意
味
し
て
ゐ
る
や
う
に

思
は
れ
泊
。
何
故
在
れ
ば

私
(
ロ
バ
I

ト
ソ
ン
)
は
所
得
の
減
少
を
説
明
す
る
と
こ
ろ
の
原
因
を
、
使
宜
な
表
現
に
於

τ公
式
化

す
る
と
と
を
試
み
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
H
と
い
っ
て
ゐ
る
の
は
、
査
し
這
般
の
事
情
を
有
力
に
物
語
れ
る
も
の
と
い
ひ
得
ゃ
う
。

の
み
友
ら
や
、

ロ
パ

1
ト
ソ
ン
の
所
調
、

一
「
日
」
と
い
ふ
時
鮪
に
於
け
る
経
済
諸
現
象
は
、
「
貨
幣
の
理
論
正
於
け
る
ケ
イ
ン
ズ
の

如
〈
、
想
定
せ
ら
れ
る
正
常
欣
態
と
比
較
針
照
せ
ら
れ
る
の
で
は
た
く
て
、
寅
に
そ
の
直
前
の
時
黙
に
於
け
る
欣
態
と
針
比
せ
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
ケ
イ
ン
ズ
に
於
て
は
、
た
官
経
済
諸
現
象
の
進
展
が
想
定
せ
ら
れ
た
正
常
水
準
以

k
に
あ
る
か
、
以
下
に

あ
る
か
を
誇
明
し
得
る
に
止
ま
る
。
然
る
に
ロ
パ

1
ト
ソ
ン
の
方
法
に
於
て
は
各
時
黙
に
於
け
る
経
済
現
象
の
運
行
が
上
昇
若
く
は

下
降
の
傾
向
を
辿
る
か
否
か
を
間
明
な
ら
し
め
得
る
。
従
っ
て
ロ
パ

1
ト
ソ
ン
の
時
間
要
素
導
入
に
よ
る
分
析
は
、

一
時
黙
に
於
け

る
経
済
諸
現
象
が
、
次
の
時
黙
に
於
け
る
そ
れ
ら
に
如
何
に
影
響
す
る
か
を
因
果
的
に
説
明
す
る
震
に
、
援
用
せ
ら
れ
得
る
も
の
と

〔
註
=

い
ふ
乙
と
が
出
来
る
。
こ
の
貼
か
ら
も
ケ
イ
ン
ズ
の
方
法
が
ロ
パ

1
ト
ソ
ン
の
そ
れ
と
異
れ
る
乙
と
は
理
解
せ
ら
れ
得
る
で
る
ら

G. Haberler， Zeitschrift向rNational凸konomie，Band 7， Ht:ft. 3， 19.36..S. 301. 
D. H. Robertson，“ Som~ Notes on Mr. Keynes' G';!ueral Theory of ]tmploy~ 
ment "， Quarterly Journal of Economics， Nov. 193ei. p. 17:[. 
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ぅ。
国
バ

l
ト
ソ
ン
の
時
間
要
素
導
入
に
よ
る
分
析
に
針
し
て
、

ホ
ウ
ト
レ

1
は
次
の
如
き
批
判
を
加
へ
る
。

ホ
ウ
ト
レ
l
は
(
一
)
問

得
の
受
取
と
支
出
と
の
聞
に
イ
ン
タ
ー
ヴ
ァ
ル
が
常
に
介
在
す
る
と
な
す
ロ
パ

I
ト
ソ
ン
の
構
想
に
は
理
論
的
訣
陥
が
包
蔵
せ
ら
れ

て
ゐ
る
と
見
る
。
彼
の
い
ふ
と
こ
ろ
に
従
へ
ば
、
所
得
と
し
て
受
取
ら
れ
る
貨
幣
は
保
有
量

(gr
ぎ
F
u
a
)
の
中
に
入
れ
ら
れ
、
支

出
は
そ
の
中
か
ら
随
時
行
は
れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
一
定
の
支
出
が
一
定
の
受
取
所
得
か
ら
取
出
さ
れ
る
と
は
認
め
難
い
。
所
得

と
支
出
と
の
間
に
俄
に
何
等
か
の
闘
係
が
見
出
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
全
く
偶
然
的
以
外
の
も
の
で
あ
り
得
泣
い
。
而
も
所
得

の
支
山
内
が
そ
の
交
取
の
一
後
、
常
に

f
ン
タ
ヴ
ァ
ル
を
粧
て
か
ら
起
る
と
す
る
ほ
決
し
て
買
賞
で
は
な
い
。

の
み
な
ら
宇
、
そ
の
イ
ン

タ
I
ヴ
ァ
ル

が
常
に
同
一
と
兄
る
は
f
F
A
品
で
あ
る
と
非
難
す
る
。
次
に
二
一
)
ロ
ハ

I
ト
ソ
ン
は
彼
の
意
味
に
於
け
る
貯
蓄
が
投
資
を

鵡
え
、
消
費
支
州
の
減
少
噌
る
掛
合
に
は
既
辿
の
如
く
生
町
川
物
を
芯
〈
賀
川
捌
き
仰
る
松
皮
の
航
絡
MA
〈
は
物
倒
の
下
滞
在
惹
租
ナ
る

も
の
と
想
定
し
て
ゐ
る
乞

こ
れ
に
封
し
ホ
ウ
ト
レ

l
は
物
債
の
下
落
は
そ
れ
白
醐
阻
ま
た
需
要
を
減
少
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

行
詰
り
(
M
E
t
里
町
内
)
に
逢
持
せ
ざ
る
を
得
ぬ
と
論
難
す
る
。

ロ
パ

I
ト
ソ
ン
流
の
考
へ
方
に
よ
れ
ば
消
費
支
出
、
従
っ
て
企
業
家
所
得

が
日
々
減
少
す
る
と
き
は
、
彼
の
支
出
も
亦
臼
#
減
少
す
る
と
と
に
-
な
る
か
ら
、
恐
ら
く
或
る
一
定
の

H
K
企
業
家
は
必
や
彼
の
所

得
以
上
に
支
出
ず
ぺ
き
を
要
請
せ
ら
れ
る
に
至
る
で
あ
ら
う
。
け
れ
ど
も
ホ
ウ
ト
レ

l
は
ロ
パ

1
ト
y
ン
が
か
く
の
如
き
不
自
然
左

結
論
に
到
達
せ
ざ
る
を
得
た
い
の
は
、
右
の
如
き
事
貨
に
反
す
る
前
提
を
措
定
す
る
か
ら
で
る
る
と
見
る
。
而
し
て
若
し
か
L

る
前

提
を
撤
去
し
賀
れ
残
り
財
貨
の
ス
ト
ザ
ク
を
考
慮
の
中
に
入
れ
る
な
ら
ば
、

ロ
パ

1
ト
ソ
ン
の
陥
れ
る
困
難
は
完
全
に
解
消
せ
し
め

得
る
と
確
信
す
る
の
で
あ
る
。

ホ
ウ
ト
レ

I
は
周
知
の
如
く
、
諸
種
の
生
産
物
の
中
特
に
製
浩
口
同
(
M
Z
E
F
E
E
L
言
。
L
Z
立
与
を
重
腕

貯
蓄
投
資
と
時
潤
要
素

第
凶
十
八
巻

:fL 
IJLI 

第
六

車主

ノ、

七



貯
帯
投
資
と
時
間
要
素

第
四

f
八
巻

第
六
銃

/、

i¥ 

九
凶
阿

ナ
る
。

と
こ
ろ
が
製
造
品
は
需
要
の
増
減
に
到
し
て
比
較
的
岡
田
格
の
安
定
せ
る
も
の
で
あ
う
て
、
率
的
内
需
要
の
鍵
化
は
ス
ト
ヅ
ク

増
減
を
直
ち
に
惹
起
す
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
従
っ
て
彼
に
於
て
は
偵
格
若
く
は
物
恨
の
下
落
、
生
産
量
の
減
少
一
は
ス
ト
ソ

ク
堆
誌
の
後
に
帯
民
生
ず
る
現
象
と
者
倣
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ホ
ウ
ト
レ

l
の
批
判
の
第
一
は
ロ
パ

l
ト
ソ
ン
も
既
に
指
摘
せ
る
如
〈
‘
彼
自
身
の
黙
解
に
接
い
て
ゐ
る
と
い
へ
る
。
惟
ム
に
ロ

、

、
J

J

市
』
市
B
九
回

コ/
tコ
¥;も

j;-~ 

J J: 

丸山

ι7 ， ) 
V) 

I1 

l土、

所
得
の
受
取
か
ら
支
出
ま
で
の
聞
に
紋
油
「
べ
し
と
考
へ
ら
れ
る
最
短
の
時
間
で
る
つ

て
、
決
し
て
賓
際
上
経
過
す
る
時
間
で
は
友
い
。
換
言
す
れ
ば
所
得
の
受
取
と
支
出
若
く
は
貨
幣
保
有
量
の
増
加
と
の
聞
の
イ
ン
タ

-
ヴ
ァ
ル
を
意
味
し
て
ゐ
る
に
他
な
ら
ぬ
。
而
も
そ
の
イ
ン
タ
ー
ヴ
ァ
ル
が
常
に
一
定
な
り
と
は
い
っ
て
ゐ
な
い
。
第
二
の
批
判
は

最
近
に
至
る
ま
で
終
始
一
貫
、
流
動
資
本
2
2
F
E四
E
目
玉
包
)
の
礎
化
、
剖
ち
買
れ
残
り
財
貨
特
に
製
逃
口
問
の
ス
ト
ザ
ク
の
琳
減
を
、
絞

地
何
枇
舎
に
於
け
る
累
積
過
程
設
生
の
根
本
要
因
と
宥
倣
せ
る
ホ
ウ
ト
レ
ー
と
し
て
は
、
或
は
蛍
然
の
非
難
と
も
い
ひ
得
ゃ
う
。
け
れ

ど
も
ホ

1
ト
レ

I
の
い
ふ
が
如
き
非
有
意
的
投
資
(
Z
E
E
-
E
E
E
H
E
E
Z
E
)
北
引
く
は
負
の
投
資
2
2
E
5

投
資
概
念
の
中
に
包
含
せ
し
め
る
こ
と
は
論
理
的
に
不
可
能
で
あ
る
。

い
ま
或
る
時
貼
に
於
て
新
貯
蓄
が
川
忠
誠
の
形
態
そ
と
り
、
そ

の
結
果
そ
れ
に
相
肱
せ
る
消
焚
財
の
ス
ト
ア
ク
が
帯
民
生
し
た
ー
と
す
る
。
若
し
ス
ト
ッ
ク

の
増
加
を
ホ
ウ
ト
レ

1
の
い
ふ
如
く
、
投
資

の
中
に
加
へ
泣
け
れ
ば
た
ら
自
ー
と
す
れ
ば
、
明
か
に
貯
蓄
と
投
資
と
は
均
等
た
る
べ
き
で
あ
る
。
従
っ
て
蛍
該
時
鈷
に
形
成
せ
ら
れ

る
所
得
若
〈
は
受
取
ら
れ
る
所
得
は
、

そ
の
直
前
の
時
黙
に
比
し
て
費
化
左
か
る
べ
く
、
次
の
時
黙
に
於
て
使
用
し
得
る
所
得
は
減

少
し
な
い
こ
と
L
友
る
。
け
れ
H

と
も
こ
れ
は
ス
ト
ヅ
ク

の
非
有
意
的
増
加
を
宛
も
所
得
を
形
成
す
る
も
の
ミ
如
〈
宥
倣
せ
る
結
目
前
に

他
な
ら
ね
乙
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
更
に
ス
ト
ザ
ク
を
投
資
の
中
に
包
含
せ
し
め
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
時
賄
に
於
て
貯
蓄
と
投
資
と (1.) 

R. G. I-Iawtrey， Economic Journa]， Dec. 1933， pp. 702-5， The Art of Central 
Banking， p. 346， Capital and El1l_ployment， pp・11:7; "[77. 
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が
均
等
を
維
持
し
て
ゐ
て
も
、
次
の
時
貼
に
於
て
は
過
剰
ス
ト
y

ク
を
賓
捌
く
震
に
投
資
の
減
少
を
飴
儀
た
く
せ
し
め
ら
れ
、
経
済

枇
舎
の
縮
小
傾
向
が
馴
致
さ
れ
る
に
至
る
べ
き
は
想
像
に
難
〈
友
い
c

之
に
反
し
或
る
時
期
に
於
て
信
用
供
興
が
撰
張
せ
ら
れ
、

の
矯
に
従
来
の
ス
ト
ア
ク

の
減
少
せ
し
結
果
と
し
て
、
仮
令
そ
の
時
黙
に
於
て
貯
蓄
投
資
の
均
等
が
見
ら
れ
で
も
弐
の
時
黙
に
は
横

張
傾
向
の
促
さ
る
べ
き
こ
と
も
推
想
せ
ら
れ
得
る
c

ロ
パ
l
ト
ソ
ン
の
如
く
所
得
の
叉
取
と
使
用
と
の
間
に
介
投
す
る
と
想
定
せ
ら

れ
る

Z
E
m
f
-
戸
闘
に
専
ら
叫
角
を
向
け
、
生
産
物
は
志
く
販
貰
せ
ら
れ
来
す
ぺ
き
も
の
と
推
想
せ
る
場
合
に
、

ス
ト
ッ
ク
の
増
減
を
投

資
一
概
念
の
中
に
加
味
す
る
こ
と
は
、

そ
の
論
理
的
一
義
性
を
被
壊
す
る
と
と
に
在
る
と
思
ふ

G
5

ロ
バ

1
ト
ソ
ン
自
ら
投
資
額
を
財
貨

ω
非
ト
利
意
的
礎
化
に
四
ピ
て
調
整
す
る
こ
と
の
、
問
題
解
決
に
近
づ
か
し
め
る
所
以
で
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
ゐ
る
の
も

偶
然
と
は
い
へ
ね
。

ス
ト
ヅ
グ

ぽ
パ
ー
ト
ソ
ン
の
分
析
は
一
時
附
却
に
肘
什
る
約
内
現
欽
が

4
m
b
時
鼎
の
そ
れ
に
批
判
に
影
響
寸
る
か
を
因
果
的
に
説
明
喧
ん
と

ず
る
も
の
-
な
る
こ
と
上
述
の
如
く
で
あ
る
G

け
れ
左
も
或
る
時
黙
に
於
け
る
貯
蓄
と
投
資
と
の
闘
係
が
常
に
必
十
突
の
時
黙
に
於
け

る
経
済
的
品
質
動
の
方
向
を
的
確
に
決
定
す
る
も
の
と
は
い
ひ
難
い
c

惟
ふ
に
貯
蓄
投
資
の
闘
係
が
次
の
時
賠
の
上
に
王
確
に
反
映
す

る
震
に
は
若
干
の
保
件
が
要
請
せ
ら
れ
る
。
先
づ
(
一
」
企
業
家
が
最
近
の
経
験
に
の
み
基
い
て
行
動
す
る
と
と
を
必
要
と
す
る
。
企

業
家
の
経
済
活
動
が
最
近
に
於
け
る
彼
の
経
験
に
負
ふ
こ
と
の
ふ
へ
な
る
必
疑
ふ
〈
く
も
な
い
。
け
れ
ど
も
曜
に
そ
れ
の
み
忙
止
ま
る

と
は
考
へ
ら
れ
な
い
。

ケ
イ
ン
ズ
が
「
貨
幣
の
理
論
正
於
て
、
意
識
的
に
し
ろ
無
意
識
的
に
し
ろ
、
械
の
理
路
の
混
迷
を
犠
牲
に
し

な
が
ら
最
近
の
絞
験
以
外
に
殻
想
一
安
凶

|
1橡
想
利
潤
1
1
1
を
取
入
れ
、
或
は
諜
想
要
閃
を
慌
ご
っ
東
日
附
し
た
る
如
き
は
、

こ
れ
に
斎

目
し
た
結
果
と
い
ひ
得
泣
い
で
あ
ら
う
か
つ
最
近
の
経
験
が
橡
想
に
針
し
支
配
的
努
力
を
有
し
附
者
が
一
致
す
る
場
合
に
は
、

ロ
ーaJ、

貯
蓄
投
資
と
時
間
要
素

第
四
十
凡
巻

九
四
五

第
六
競

六
九

そ

D. 1-1. Robertson. Economic Tour:~la] ， Dec" 1933， pp. 7II-2， F. A Lutz， 
“The Outcome o-f the Saving:lnvestment Dj~cu55ion ，" Quarter1y Journa] of 
Economics， August， 1938， p. 605. 
D. H. Robertson， Economic Journ::J) Sept. 1937， p. 429. 
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貯
蓄
投
資
と
時
間
嬰
素

し
日
:
、

イノ

M
r
E
，F

第
六
競

寸z
u 

第
四
十
へ
巻

ー
ト
ゾ
ン
の
分
析
は
確
か
に
次
の
時
貼
に
於
け
る
設
展
の
動
向
を
指
示
す
る
上
に
有
力
で
あ
ら
う
。
け
れ
ど
も
附
者
が
全
く
そ
の
方

向
に
於
て
相
反
す
る
か
、
宥
く
は
仮
に
同
じ
志
向
と
し
て
も
そ
の
程
度
を
著
し
く
異
に
す
る
揚
合
に
は
、
彼
の
分
析
は
目
証
平
や
現
質

に
趨
合
し
訟
い
こ
と
L
た
る
で
あ
ら
う
。
次
に
(
二
)
或
る
時
黙
に
於
け
る
貯
蓄
投
資
の
闘
係
の
作
用
が
必
十
次
の
時
賭
に
賓
現
す
る

こ
と
を
必
要
と
す
る
。
若
し
そ
う
で
友
け
れ
ば
限
に
点
る
時
貼
に
於
て
貯
誌
と
投
資
と
が
均
等
制
係
に
あ
っ
て
も
‘

w-
の
時
貼
に
経

消
枇
命
を
繍
張
若
く
は
縮
小
過
程
に
志
的
導
ず
る
こ
と
な
し
と
は
断
定
し
難
い

n

同
社
仰
に
貯
法
問
今
一
超
ゆ
る
投
資
が
次
の
時
附
捕
に
常
に
擬

張
過
程
を
、
反
劃
に
投
資
を
超
過
す
る
貯
蓄
が
常
に
縮
小
過
程
に
導
く
も
の
と
も
推
断
し
難
い

U

ロ
バ

1
ト
ソ
ン
が
諸
要
因
の
作
用

高
岡
揮
に
要
す
る
時
間
を
、
彼
の
時
貼
の
M
K
さ
の
決
定
閃
と
し
て
認
め
て
ゐ
泣
い
の
は
、
恐
ら
く
諸
要
凶
の
作
用
品
皿
却
に
要
す
る
時
間

が
、
各
要
悶
に
よ
っ
て
呉
れ
る
に
格
く
の
で
あ
ら
う
。
史
に
(
三
)
所
謂
、
加
速
度
原
則
(
虫
色
C
B
E
E
-
-
2
5司
互
の
作
用
せ
ざ
る
こ
と

を
前
提
ず
る
必
要
が
あ
る
。
若
し
こ
の
原
則
の
作
用
を
容
認
す
る
と
す
れ
ば
、
と
日
升
的
累
積
渇
程
は
何
等
新
た
な
る
原
悶
な
き
に
も

拘
ら
や
、
行
詰
り
を
生
じ
て
反
射
に
下
降
傾
向
に
誘
導
せ
ら
れ
る
に
長
る
べ
き
で
る
る
。
而
も
好
況
の
頂
上
表
く
は
不
況
の
ド
ン
炭

に
於
て
も
貯
蓄
と
投
資
と
の
均
等
は
見
ら
れ
得
る
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
両
者
の
均
等
は
次
の
時
黙
に
於
け
る
粧
品
開
枇

品
聞
の
安
定
を
保
障
す
る
に
足
る
も
の
と
は
い
ひ
鄭
ぃ
。
ヒ
の
論
述
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、

ロ

A
l
ト
ソ
ン
の
川
果
的
分
析
は
こ
れ
ら

三
つ
の
僚
件
が
完
全
に
宏
た
さ
れ
ざ
る
限
。
、
次
の
時
総
に
於
て
何
が
起
る
か
に
就
き
必
や
し
も
決
定
的
た
桁
ボ
を
肌
ハ
ヘ
る
止
の
で

危
い
と
い
ひ
得
る
J
V
-

あ
ら
ら

註

ロ
パ
ー
ト
ツ
ン
は
貯
蓄
左
投
賓
と
の
関
係
を
寧
ろ
物
償
水
竿
の
費
動
に
欄
聯
せ
し
め
て
ゐ
る
。
被
の
概
念
が
累
積
迦
梓
に
特
接
に
結
び
ワ
け
ら

れ
て
ゐ
る
と
は
考
へ
ら
れ
難
い
。

:L，utz， (!uarterly Journ~l of 1':印日ornj同 Au宮1I、 l~ 1938句 pp.597-6∞ー人]-7) 



註

ヱ

ホ

ウ

ト

レ

I

は
は
上
の
他
、
更
に
所
得
は
常
に
必
ず
し
も
環
想
の
如
〈
規
則
正
し
く
受
取
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
所
得
の
受
取
が
濠
想
に
反

し
で
敬
愛
す
る
こ
と
も
あ
る
。
と
こ
ろ
が
ロ
バ

I
ト
ツ
シ
円
分
所
は
と
れ
を
問
題
と
し
て
取
上
げ
な
い
。
こ
の
意
味
に
於
て
ロ
パ
ー
ト
ソ
シ
円
分

併
は
抽
象
に
過
ぎ
る
と
批
難
し
て
ゐ
る
。

四

事

前

(
3
2
5及
び

(
3
2三
事
後
の
一
分
析

ロ
バ

I
ト
ソ
ン
の
時
閣
要
素
導
入
に
よ
る
現
誠
分
析
に
類
似
せ
る
↑
刀
法
を
と
れ
る
も
の
B

と
し
て
注
目
す
べ
き
は
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム

胤
ト
汲
比
向
く
は
琳
典
、
事
汲
で
あ
る
。

、
ル
ダ

I
ル
ヌ

U

剛
司

a
a
d

，、

↑
三
〈
同
ニ
日
-
』
一

オ

l
リ
ン
「
出
コ
E
5
)
.
ル
ン
ド
ベ
ル
ゲ
(
同

ご
E
L
7
0
『包
t
T
土
7
d

ど
っ
ト
仁
工

c
I
z
l
ょ

6

一
7

る
人
々
で
あ
る
。
波
等
は
貯
訴
と
役
資
の
慨
ふ
の
中
に
、

共
通
に
議
忽
吉
宮

nEz--
を
取
入
れ
、
貯
間
以
同
段
資
の
事
前

r
k
g
r
)
の
間

値
と
事
後

(
2
ち
と
の
慎
値
と
を
封
昭
…
せ
し
め
ん
と
企
て
る
。
事
前
と
事
後
と
を
医
別
せ
る
巧
察
方
法
を
最
初
に
援
用
し
た
の
は
、

知
ら
る
L
知
〈
ミ
ル
ダ
l
ル
で
あ
る
。
彼
は
貨
幣
的
均
衡
北
引
く
は
貨
幣
論
的
均
衡
(
向
。
z
p
g
E
Fの
}
5
2
2
F寝
室
。
言
)
の
出
向
飢
せ
ら
る

L
揚
合
忙
殺
生
す
べ
き
ヴ
f

ク
セ
ル
流
の
累
積
過
陀
を
阻
止
す
る
目
的
を
以
て
、
均
衡
維
持
の
需
の
僚
件
を
悶
明
せ
ん
と
試
み
る
。

彼
に
於
で
事
前
の
貯
蓄
投
資
と
い
ふ
の
は
、
戎
る
慌
俗
形
成
の
時
期
に
於
て
、
そ
れ
に
繕
績
ず
ぺ
き
期
間
に
針
し
換
惣
計
妻
せ
ら
れ

詳
言
す
れ
ば
位
変
と
は
線
投
資
‘
邸
ち
或
る
期
聞
に
形
成
す
べ
〈
決
定
せ
ら
れ
る
資
本
(
新

る
貯
蓄
及
び
投
資
を
指
す
の
で
あ
る
。

投
資
並
に
再
投
資
を
含

L
F諌
想
憤
値
の
現
住
一
領
、
若
く
は
繍
投
資
の
濠
想
慣
値
を
割
引
せ
る
現
在
額
を
い
ふ
の
で
あ
る
。
貯
蓄
と
は

新
貯
蓄
と
既
存
資
本
の
慎
値
の
減
少
左
の
合
計
よ
り
、
そ
の
憤
値
増
加
部
分
を
控
除
せ
る
線
貯
蓄
を
指
揺
す
る
。

か
k
A

る
意
味
に
於

け
る
事
前
の
貯
蓄
と
投
資
と
が
均
等
閥
係
に
あ
れ
ば
貨
幣
的
均
衡
、
邸
ち
貯
蓄
と
投
資
と
が
均
等
な
り
と
い
ふ
意
味
に
於
け
る
貨
幣

貯
蓄
投
突
と
時
間
要
素

t
F
四
十
八
巻

九
四
七

第
六
貌

七



貯
蓄
投
賓
と
時
間
要
素

勢
制
十
八
巻

第
六
競

七

九
阿
八

的
均
衡
は
貧
現
す
ペ
く
、
累
積
過
程
は
愛
生
す
べ
く
も
な
い
c

け
れ
ど
も
事
前
の
貯
蓄
と
投
資
と
の
均
等
を
保
障
す
ぺ
き
何
も
の
も

な
い
と
と
は
銘
記
せ
ら
れ
在
け
れ
ば
友
ら
ぬ
。

か
/
、
の
如
く
貯
蓄
と
投
資
と
が
事
前
に
於
て
不
均
等
た
る
こ
と
が
あ
る
と
し
て
も
、

事
後
の
考
察
に
於
て
雨
者
が
常
に
均
等
で
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
止
は
、

ミ
ル
グ
l
ル
の
特
に
抑
一
訓
ず
る
と
こ
ん
で
あ
る
ロ

伎
に
よ
れ
ば
州
主
引
の
事
後
に
於
付
る
均
等
は
利
潤
若
く

は
損
失
を
通
ビ
て
資
さ
れ
る
。

事
前
に
於
て
投
資
が
貯
北
品
川
を
超
過
す
る
場
合
に
は
、

利
胞
が
事
後
の
貯
講
を
増
加
せ
し
め
、

拝
'd
こ

r
t
A
N
H
B
B
 

於
て
貯
蓄
が
投
資
を
超
過
せ
る
相
朝
合
に
は
、
損
失
が
事
伐
の
尉
請
を
減
少
せ
し
め
る
に
よ
り
削
者
の
一
均
等
が
結
果
せ
ら
れ
る
。

ダ
J

ル
に
於
で
は
ロ
パ

1
ト
ソ
ン
と
同
拡
に

の
蛤
減
は
入
土
く
拾
象
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
と
こ
ろ
が
オ

I
リ
ン
、

ル
ン
ド
ベ

ス
ト
ッ
ク

ル
グ
は
之
に
反
し
て
、
事
後
に
於
け
る
雨
者
の
均
等
が
利
潤
叉
は
損
失
に
よ
る
他
に
、
更
に
非
有
意
的
ス
ト
ッ
グ

も
賀
さ
れ
る
も
の
と
推
想
し
て
ゐ
る
。

の
礎
化
に
よ
っ
て

経
済
活
動
は
帰
来
へ
の
橡
想
に
支
配
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
預
想
自
慢
が
過
去
の
経
験
に
依
存
す
る
と
と
の
犬
友
忍
以

上
、
事
後
の
考
察
の
重
要
性
は
必
や
し
も
否
認
せ
ら
れ
難
い
c

け
れ
ど
も
事
後
の
考
察
そ
れ
白
樫
は
何
等
閃
果
的
表
く
は
厨
教
的
闘

係
を
説
明
し
得
る
も
の
で
た
い
か
ら
、

理
論
分
析
の
上
に
直
接
貢
献
す
る
と
こ
ろ
大
友
り
と
は
認
め
難
い
。
事
後
の
計
算
を
蒸
礎
と

せ
る
事
前
の
預
想
に
基
く
考
察
こ
そ
、
経
済
枇
舎
の
後
展
動
向
の
分
析
に
役
立
う
べ
き
も
の
と
い
ひ
得
る
。
然
し
事
前
の
貯
蓄
投

資
の
概
念
は
そ
の
目
的
に
劃
し
て
果
し
て
有
殺
で
あ
ら
う
か
。

ミ
ル
グ
l
ル
に
於
て
貯
蓄
及
び
投
資
が
事
前
に
計
算
せ
ら
れ
る
単
位

期
間
(
回
皇
官
号
品
)
は
全
く
怒
意
的
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
単
位
期
間
を
如
何
に
と
る
か
は
、

か
く
の
如
く
芯
意
的
に
定
め
ら
れ
で
は
な

ら
ね
生
円
で
あ
る
。
若
し
照
来
の
一
定
期
聞
に
劉
す
る
討
霊
が
時
間
恋
に
必
い
て
立
で
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
単
位
期
間
は
そ
の
計
震
が
首

、

Fレ

G. Myrdal， "Der Gleichgewichtsbegri仔 al詰 Jnstrurnclltder ~~eldtheoretischell 
Analyse，" BeUrage zur Celdtheorie， Wien， 1933， S. 413 
G. Myrdal， a. a. O. S. 427 ff. 
B. Ohlin，“Some Note"s' on the Stockholm Theory，" Economic Journal， 
March， 1937， pp. 64-5， E. LunuLerg， Studies in the Tbeo円。fEconomic 

z) 

3) 



オ

I
リ
ン
が

車
位
期
間
は
企
業
家
が
次
の
期
間

一
夜
期
間
中
に
愛
化
せ
ざ
る
こ
と
を
僚
件
と
し
て
設
定
せ
ら
れ
友
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

ω始
め
ま
で
そ
の
計
書
を
鑓
更
せ
ざ
る
如
〈
選
探
せ
ら
れ
て
ゐ
る
」
と
い
へ
る
は
蛍
然
で
る
る
。

解
が
見
出
さ
れ
る
。
然
し
翠
位
期
間
は
個
h

の
粧
持
主
憶
に
遁
用
す
る
と
き
に
の
み
安
常
す
る
に
過
ぎ
た
い
。
個
々
の
経
済
主
憾
の

ル
ン
ド
ペ
ル
グ
に
も
亦
同
様
左
見

線
て
に
安
営
す
る
如
芳
一
定
の
単
位
期
間
が
存
ず
べ
し
と
は
到
底
考
へ
ら
れ
な
い
。
従
っ
て
事
前
の
概
念
は
論
理
的
に
は
街
め
て
続

期
間
、
印
ち
ロ
パ

I
ト
ソ
ン
の
如
〈
釘
限
で
は
あ
る
が
分
割
し
雑
き
時
間
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

と
の
意
味
に
於
て
事
前
の
分
析

は
ロ
バ

I
ト
ソ
ン
の
そ
れ
と
類
似
せ
る
も
の
と
い
び
得
る
で
あ
ら
う

3

る。

ロパ

I
ト
ソ
ン
白
身
も
亦
、

こ
れ
を
認
め
亡
ゐ
る
如
〈
で
る

例
年
円
が
有
の
如
く
附
似
し
て
ゐ
る
に
し
て
も

そ
の
こ
と
が
附
斉
の
同
一
な
る
そ
意
味
し
て
を
ら
む
こ
と
は
一
日
立
せ
ら
る
ぺ
ぎ
で

あ
る
。
事
前
の
考
察
で
は
或
る
車
位
期
間
汗
く
は
車
位
時
射
に
於
て
、

そ
の
期
間
中
に
管
行
す
る
勾
に
計
葺
せ
ら
れ
る
貯
蓄
と
投
資

と
に
関
聯
し
て
ゐ
る
。
之
に
反
し
ロ
バ

l
ト
ソ
ン
の
万
法
に
於
て
は
各
時
鈷
を
通
じ
て
殺
生
す
べ
き
貯
蓄
役
資
の
闘
係
の
鍵
化
過
程

を
分
析
的
に
考
察
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
つ

ロ
バ
l
ト
ソ
ン
の
↑
刀
法
に
於
て
は
既
法
の
如
〈
、
或
る
時
舗
に
後
生

ω
み
た
ら
や
、

す
る
利
潤
又
は
損
失
を
直
ち
に
そ
の
時
期
に
於

τ使
用
し
得
る
所
得
に
附
加
し
売
り
、
内
除
し
た
り
せ
ゃ
に
突
の
時
貼
に
繰
越
さ
れ

て
ゐ
る
o

従
っ
て
利
潤
又
は
損
失
は
賞
該
時
献
に
於
け
る
貯
蓄
に
加
減
せ
ら
れ
な
い

3

同
伎
に
彼
は
ス
ト
y

ク
を
特
象
せ
る
が
故
に

ス
ト
ッ
ク

の
増
減
は
そ
の
時
期
に
於
け
る
投
資
に
何
等
の
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
た
い
。

こ
れ
ら
の
諸
黙
に
於
て
ロ
パ

I
ト
ソ
シ

の
方
法
は
、

ス
ト
ッ
ク
ホ
片
ム
翠
汲
の
そ
れ
と
著
し
ぐ
臭
っ
て
ゐ
る
と
い
ひ
得
る
で
あ
ら
う
。
尤
も
ミ
ル
ダ
l
ル
が
ロ
パ
1
ト
ソ
シ

と
同
様
に
非
有
意
的
ス
ト
ッ
ク

の
増
減
を
全
く
拾
品
離
せ
る
こ
と
は
既
に
指
摘
せ
し
如
く
で
あ
る
。

貯
蓄
投
資
、
と
時
間
要
素

第
六
説

斗-

第
四
十
凡
巻

11. 
f1q 
yし

Expansion， Stockholm， 1937， pp. 14-4-.5 
B. Ohlin， Economic Journal， March， 1937， p" 61時

E. Lundberg， op・cit.， pp. 4←7・
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貯
蓄
投
費
と
時
間
要
素

第
四
十
へ
巻

九一
μ

Q

!
4
4

」
、
長
ぬ

ム
男
・
'
払
寝

七

以
上
の
論
惑
に
上
っ
て
明
か
と
及
り
し
如
く
、
貯
蓄
及
び
投
資
の
概
念
に
時
間
要
素
を
導
入
す
る
と
き
は
、
附
者
は
常
に
必
中
均

等
た
り
と
は
い
へ
や
、
寧
ろ
そ
の
事
離
が
常
態
友
る
か
の
如
く
で
あ
る
。
然
ら
ば
か
L
る
意
味
の
貯
蓄
と
投
資
と
の
閲
係
の
均
等
化

を
聞
る
に
よ
っ
て
、
経
済
枇
舎
の
安
定
的
護
展
を
期
し
得
る
で
あ
ら
う
か
。
ま
た
雨
者
の
均
等
を
金
融
統
制
の
基
準
と
し
て
採
用
す

る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ら
う
か
。

こ
れ
ら
の
問
題
を
吟
味
す
る
こ
と
に
し
や
ろ
。

註

線
投
資
の
中
に
新
投
資
、
及
び
再
投
資
を
包
探
せ
し
め
な
け
れ
ぽ
な
ら
ぬ
理
由
に
就
い
て
は
亡
冨
〕
E
r
r
L
5
2
2
n
r
m
E弓
FEu-出
向
己
時
ロ

r

F
U
Z
E
E
T
E
目
。
↑

L
F
r
R
E
F
E
r
n
-
w
k
f
E
f
F
t
}
w
i
t戸
時
仲

E
H
P
E
F
一5
i
f
'
F
E
u
石
川
口
惜
出
品
目
白

li
叶
並
び
に
拙
稿
「
貨
幣
的
景
無
理

論
に
於
け
る
均
衡
概
念
一
一
桝
究
と
資
料
第
五
時
師
二

O
頁
参
照
。

五

結

一言

貯
蓄
投
資
の
闘
係
を
標
的
と
せ
る
研
究
が
、
あ
ら
ゆ
る
経
済
活
動
の
動
機
左
怒
る
べ
き
利
潤
追
求
の
念
を
正
首
に
認
め
、
一
佐
倉
心

理
の
作
用
を
巧
に
取
入
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
否
み
難
い
。
然
し
貯
蓄
投
資
の
礎
化
は
俄
令
そ
れ
が
経
済
枇
曾
に
於
け
る
撹
観
現
象
を
惹

越
す
べ
き
一
つ
の
有
力
な
る
要
閃
で
あ
り
得
て
も
、
唯
一
の
も
の
か
否
か
は
疑
は
し
い
c

否
寧
ろ
他
の
多
く
の
妥
悶
の
と
れ
に
閥
輿

ず
る
こ
と
は
否
認
せ
ら
る
ぺ
〈
も
友
い
。
貯
蓄
投
資
の
均
等
は
い
は
ピ
部
分
均
衡
で
あ
っ
て
、
全
部
均
衡
を
意
味
す
る
も
の
で
は
友

ぃ
。
部
分
均
衡
が
全
部
均
衡
の
一
中
に
包
含
せ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
全
部
均
衡
の
際
に
貯
蓄
投
資
の
均
等
と
い
ふ
部
分
均
衡
が
成
立
す

る
と
見
る
の
は
譲
り
で
は
左
い
。
け
れ
ど
も
反
針
に
部
分
均
衡
の
成
立
を
見
で
、
従
も
そ
れ
が
全
部
均
衡
た
る
か
の
如
く
推
想
す
る

の
は
明
か
に
誤
謬
で
あ
る
。

そ
れ
の
み
に
止
ま
ら
な
い
3

或
る
期
聞
に
於
け
る
貯
蓄
と
投
資
と
の
均
等
は
次
の
期
間
に
田
市
し
て
経
済
世
舎
が
如
何
に
設
展
す
ペ

Jοl1rnal， Sept. I8.17， p. 429. 



き
か
に
就
き
、
的
確
在
る
指
針
を
興
へ
る
も
の
と
は
い
ひ
雑
い
。
或
る
朗
聞
に
於
け
る
阿
青
の
均
等
は
、
俄
令
他
の
饗
動
要
閃
hr-H附

知
せ
る
揚
合
に
於
て
も
、
経
済
社
舎
の
安
定
を
保
障
す
る
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
何
故
た
れ
ば
経
済
枇
舎
の
横
張
期
聞
に
績
く
哲
ら

く
の
閥
、
貯
蓄
投
資
の
均
等
の
獲
生
を
見
る
こ
と
が
あ
る
が
、

こ
の
状
態
は
本
来
的
に
不
安
定
で
あ
り
、
次
の
期
聞
に
投
資
を
貯
蕎

以
下
に
減
少
す
る
に
宅
ら
し
め
る
と
推
断
せ
ら
れ
得
る
か
ら
合
あ
る

3

常
に
必
や
安
定
欣
態
hr一
意
味
す
る
も
の
で
友
い
と
い
へ
る
肉
、

ォ
l
リ
ン
が
貯
蓄
投
資
の
均
等
は
安
定
欣
態
と
一
致
す
る
が

恐
ら
く
こ
の
こ
井
一
を
持
ず
の
で
あ
ら
う
。

ル
ン
ド
ベ
ル
グ
も
亦
貯
蓄

投
資
の
闘
係
を
織
担
的
経
済
鑓
動
に
直
後
調
曲
仰
せ
し
め
る
場
合
に
、
網
拡
自
の
均
等
を
貨
幣
的
均
衡
な
る
か
の
灼
く
に
解
ず
る
こ
と
を

排
慢
し
て
ゐ
る
。

V

則
論
投
資
の
均
等
は
金
浦
均
衡
の
由
民
現
す
る
場
合
に
の
み
殺
生
す
る
郎
分
均
衡

F

い
は
な
い

2

企
部
的
制
ド
あ
ら
ざ
る
欣
態
に
於
け

る
経
済
枇
合
、
例
へ
ば
好
況
の
頂
K
及
び
不
況
の
ド
ン
底
に
於
て
も
刷
符
の
均
等
す
べ
き
可
能
性
は
認
め
得
ら
れ
る

3

何
故
友
れ
ば

好
況
期
に
於
て
は
貯
苔
の
増
加
す
る
反
面
に
投
資
も
増
加
し
、

そ
の
頂
上
に
於
で
雨
者
の
均
等
は
見
ら
れ
得
ペ
ィ
、
反
針
に
不
況
の

ド
ン
底
に
於
で
は
減
少
せ
る
貯
蓄
と
減
少
せ
る
投
資
と
の
均
等
が
資
さ
れ
得
る
と
考
へ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

の
み
友
ら
や
、
貯
蓄

投
資
の
不
均
等
が
常
に
突
の
期
聞
に
於
て
ヴ
ィ
ク
セ
ル
流
の
累
積
過
程
を
怠
起
す
べ
し
と
は
認
め
難
い
っ
寧
ろ
そ
れ
は
他
の
市
町
凶
の

餐
化
如
何
に
依
存
す
る
と
こ
ろ
の
犬
友
る
も
の
と
推
想
せ
ら
れ
得
る
。
従
っ
て
貯
蓄
投
資
の
均
等
を
金
融
統
制
の
基
準
'
と
し
て
採
用

し
た
と
し
て
も
、
そ
の
結
県
常
に
必
宇
崎
乱
状
設
を
安
定
化
せ
し
め
得
る
と
は
考
へ
ら
れ
友
い
と
共
に
、
ま
た
そ
れ
に
上
っ
て
一
度

ぴ
貧
現
せ
ら
れ
た
安
定
状
態
を
繕
績
的
に
維
持
し
作
る
と
も
信
じ
ら
れ
得
な
い
。

最
後
に
附
-
一
討
す
べ
き
は
ロ
パ

I
ト
ソ
ン
が
成
る
と
と
ら
で
行
論
の
便
宜
上
、
貨
幣
が
枇
舎
の
賓
物
所
得
若
く
は
生
産
物
と
の
最
終

貯
筈
投
資
と
時
間
要
素

第
四
十
凡
容

九
五

第
六
挽

七
h 

R. Ohlin， EconomIc Journal， June， J[937， p. 287. 
E. Lundberg， op目 Clt.， p. 249. 
D. H. Robertson， Economic Tournal噌 I同c.1934， pp. 650伍
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第
四
十
八
巻

的
交
換
の
鋳
に
、
た
ピ
一
度
限
り
使
用
せ
ら
れ
る
と
の
偲
定
を
設
け
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
弘
。
こ
れ
は
ケ
イ
ン
ズ
の
生
産
費

I
所
得
、
或

貯
蓄
投
賓
と
時
間
要
素

)u 

五

第
六
競

七
ノ、

は
生
産
物
線
償
額
U
H
所
得
の
想
定
と
酷
似
し
て
ゐ
る
。

か
t
A

る
想
定
が
生
産
段
階
の
一
唯
一
つ
な
る
こ
と
を
前
挺
し
て
の
み
許
さ
る
べ

き
で
る
り
、
現
貰
の
経
済
枇
命
日
か
ら
凡
そ
級
建
き
も
の
で
あ
る
こ
と
は
既
に
指
摘
せ
し
如
〈
で
る
る
。
現
貨
の
絞
消
枇
舎
に
於
て
は

日
制
終
勝
川
只
者
に
よ
る
消
費
支
川
、
資
本
支
出
の
他
K
彩
し
き
中
間
的
支
刊
が
右
芥
す
る
c

こ
の

ψ
間
的
支
刊
若
く
は
所
間
営
業
貨
幣

は
結
局
何
人
の
所
得
と
も
友
ら
ぬ
も
の
で
は
あ
る
が
、

そ
の
品
川
H

減
が
所
得
に
何
等
の
影
響
を
棋
風
さ
な
い
と
は
い
び
難
い
。
惟
ふ
に
皆

業
貨
幣
は
日
以
終
腕
山
八
の
行
は
る
ぺ
在
所
得
ベ
前
以

F

介
配
ナ
る
と
と
に
役
立
つ
も
の
口
あ
ゐ
コ
従
つ
ー
そ
の
附
械
の
一
会
般
の
問
得

の
上
に
及
ぼ
す
作
用
は
、

正
に
日
凪
終
購
買
者
た
る
消
費
者
若
く
は
使
問
者
が
、

そ
れ
に
相
臨
す
る
貨
幣
の
退
磁
又
は
放
出
を
行
ふ
の

と
そ
の
放
川
市
に
於
て
何
等
区
別
さ
る
べ
き
と
こ
ろ
は
な
い
。

た
ピ
前
者
は
後
者
よ
り
も
時
間
的
に
よ
り
早
〈
現
は
れ
る
と
い
ふ
耕
に

於
て
異
っ
て
ゐ
る
に
過
ぎ
左
い
。

か
〈
の
如
き
作
用
を
後
抑
す
ぺ
き
楼
主
貨
幣
を
み
工
く
山
川
崎
の
外
に
置
く
は
受
話
の
措
世
と
忠
は
れ

友
い
。
尤
も
営
業
貨
幣
若
く
は
そ
の
作
用
を
較
嗣
又
は
殆
ん
ど
無
視
せ
ん
と
す
る
見
解
は
必
歩
し
も
少
く
友
い
c

或
は
ハ
l
N
V

ア
ス

(司

Z
P
E
)
の
如
く
、
貨
幣
の
所
得
形
成
に
闘
す
る
峨
能
宇
一
重
視
す
る
徐
り
、
所
得
形
成
に
闘
興
す
る
貨
幣
と
然
ら
ざ
る
貨
幣
代
刷
物

と
を
峻
別
し
、
前
者
は
経
済
枇
令
特
に
物
慣
に
作
用
す
る
に
反
し
、
後
者
は
か
L
る
影
響
を
全
〈
及
ぼ
す
も
の
に
あ
ら
十
と
主
張
す

る
論
者
も
る
る
。
け
れ
ど
乱
そ
の
謬
見
に
過
ぎ
ぎ
る
こ
と
は
授
に
他
の
機
品
開
に
指
摘
し
た
か
ら
、
こ
t
h

に
繰
返
す
必
要
は
友
い
と
忠

」為。

D. I-I. Rol)ertson， Econornic Jnllrnal~ Sept. 1933， p. 399. 
M. Curtu.， Quarter1y Journa1 of Econom.ic . ." AUgl~S j-， ~~37~.PP. 610-2 
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